
２．総合満足度の構造分析（影響度分析）

【総合満足度の構造分析とは】
個別満足度の７つの分野（仕事、職場、人材育成・・・）の中から、10項目を指標とし
て抽出（前回調査と同様の項目）し、例示的に総合満足度への影響度(相関係数)を分析。
※総合満足度の影響度・・・指標ごとに満足度を高くつけた人が、総合満足度も高くつ
けている、または、指標ごとの満足度を低くつけた人が、総合満足度も低くつけている。
このような関係が多い場合は、影響度(相関係数)が高くなる。それを計算式により導き
出したもの。
【分析結果】
●各代表指標の満足度は一部を除き、前回調査よりも向上しているが、影響度について
は、ほぼ前回と同様の傾向であった。
●「影響度高・満足度低」の最優先改善課題に分類された個別満足度は、「横浜市の人
材育成」 「人事考課の公正性」「現場意見の施策や見直しへの反映」の３指標であり、
引き続き最優先改善課題であると言える。
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◆；今回調査結果

；前回調査結果

平成２平成２２２年度横浜市職員満足度調査結果年度横浜市職員満足度調査結果

１．総合満足度

【総合満足度の傾向】
● 7点満点中4.25点（中間点：4点）で、前回調査（平成20年度）の4.00点と比較し、
0.25点のプラスとなっている。

● 満足層と不満層を比較すると、満足層は42.8％（前回調査比６ポイント増）であ
り、不満層の24.9％（前回調査比８ポイント減）を17.9ポイント上回っている。

● 「非常に満足」と答えた者2.0％（350名）と比較して、「非常に不満」と答えた
者3.2％（554名）の割合は多く、前回調査よりは改善したものの、依然として注意が
必要。
● 今後の総合満足度向上にあたり、「普通」と答えた者が32.4％と多く、この層を
満足層に引き上げることが重要
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【調査概要】 ●調査期間 ： 平成22年10月1日～10月22日
●調査対象 ： 嘱託員・再任用職員を含む全職員（22,815名）

※企業局（水道局・交通局・病院経営局）職員及び市立小

中学校、高校の教 職員を除く

●回答率 ： ８５．７％ 回答者数（19,542名）（前回：83.0％、18,596名）

ＱＱ11．あなたは総合的に考えて、現在の仕事・職場・横浜市役所に、どの程度満足していますか。．あなたは総合的に考えて、現在の仕事・職場・横浜市役所に、どの程度満足していますか。
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４．自由意見

自由意見記入者数 ３，８０６人 （前回：3,977人）
分類項目別意見数 ５，２８６件 (前回：5,722件)

● 各分類項目の意見数の割合は、前回と同様の傾向。
● 項目の分類別に見ると、「人事・給与関係」への意見が多く、特に「人員配置」と
「人事考課制度・人事評価」が多い。
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分類項目 意見数（件）
１ やりがい・雰囲気等 512（9.6％）
やりがい・モチベーションについて 207
職場の雰囲気・人間関係について 226
コンプライアンスについて 79

２ 市幹部・上司・同僚について 442（8.3％）
市長・副市長（トップマネジメント）について 58
管理職（区局長・部長・課長・係長）について 359
職員について 25

３ 人事・給与関係 2,236（42.3％）
人材育成（研修・指導）について 250
人事考課制度・人事評価について 705
人員配置（異動・人員不足）について 765
給与・手当について 516

４ 労働環境 652（12.3％）
ワークライフバランス・業務量・休暇について 359
健康・メンタルについて 73
設備について 220

５ 改革改善関係 587（11.1％）
業務改善提案・業務の無駄について 371
システム（文書管理・庶務事務 等）について 61
改革・改善への不満 155

６ 連携・情報共有関係 360（6.8％）
他部門との連携について 78
情報の共有について 76
朝礼について 10
現場の声（ボトムアップ）について 196

７ その他 497（9.4％）
職員満足度調査について 202
その他 295

５．今後の進め方（意識改革と具体的取組）

本調査は、職場の問題を大まかに把握するもので、この結果を基に問題点の原因を探ることが重

要となります。
そこで、まずは本調査結果を責任職と職員で共有し、問題点について、一体となって議論し、原

因を探り、その改善に向けて、具体的な取組を行っていきます。
また、依然として「職場に無駄な仕事がある」あるいは「仕事をする上で無駄な手続きが多い」
との回答が多くあることに対しては、改善の具体策を職場全体で検討し、取り組んでいきます。
「制度上の問題」や「運用上の問題」については、制度所管課が主体となって、改善の具体策を
検討し、市全体で取り組むことを徹底していきます。
しごと改革推進室については、改善取組の方向性や手法等を検討します。その結果をもとに23年

度以降、区局事業本部との意見交換や制度所管課等との調整・進行管理等を実施します。
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３．個別満足度

個別満足度は４点満点 中間点は2.50点 平均点は2.65点
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※Q19、Q42、Q43 、Q44は逆設問の数値変換をしており、数値が高いほど項目の満足度は高い。 例えば、Q42では、数値が高いほど「仕事上のストレス」は
少ない。

Ｑ４７：他の区局との連携がうまくいっている

Ｑ４８：所属する区局内の他部門との連携がうまくいっている

Ｑ４９：朝礼の活用などにより、職場内で仕事に関係する情報共有が図られている

Ｑ５０：現場職員の声を受けとめる組織風土がある

Ｑ５１：現場職員の声が施策や業務の見直しに反映されている

Ｑ５２：横浜市全体や所属する区局事業本部の方針の概要について把握している

Ｑ５３：横浜市は市民を大切にする風土がある

Ｑ５４：横浜市で、市民と共に取り組む仕事（協働）が増えている

Ｑ５５：横浜市役所に今後も勤め続けたい
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Ｑ４３：あなたの職場には無駄な仕事がある

Ｑ４４：仕事をする上で無駄な手続きが多い
Ｑ４５：あなたの職場では事業・業務のコスト（特に人件費や費用対効果）を　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意識して行動している　
Ｑ４６：ＩＴの活用により業務の効率化が図れている

Ｑ３８：現在の実労働時間は適切である

Ｑ３９：休暇は満足いくレベルで取得できている

Ｑ４０：直属の上司は職員の健康管理に気を配っている

Ｑ４１：職場のオフィス環境（施設・設備面）はよい

Ｑ４２：仕事上で過度のストレスを感じることがある

Ｑ２７：人事考課は人材育成や能力開発に役立っている

Ｑ２８：人事考課は公正で納得できる制度だと思う

Ｑ２９：人事考課の評価基準は明確になっている

Ｑ３０：人事考課において自分の目標設定は適切だと思う

Ｑ３１：仕事の実績だけでなく、仕事のやり方・姿勢も評価されていると思う

Ｑ３２：人事考課の結果に納得できる

Ｑ３３：人事考課結果は、適正に昇任や昇給に反映されていると思う

Ｑ３４：一般職員人事考課結果の全員開示は意義がある

Ｑ３５：現在の自分の年収は業務内容や質に比べて適当だと思う

Ｑ３６：人事給与制度は、意欲ややる気に応えるものとなっている

Ｑ３７：人事異動は自分の適性や能力が考慮されていると思う
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Ｑ２：現在の自分の仕事はやりがいがある

Ｑ３：現在の自分の仕事量は適度な量だと思う

Ｑ４：横浜市の職員として誇りや使命感をもって仕事に取り組んでいる

Ｑ５：現在の自分の仕事は市民に役立っていると思う

Ｑ６：自分の能力は仕事に活かされている

Ｑ７：より責任のあるポジションに就きたい

Ｑ８：あなたの職場の雰囲気・人間関係はよい

Ｑ９：あなたと直属の上司との関係はよい

Ｑ１０：あなたの職場では率直に意見を言える雰囲気がある

Ｑ１１：困難な課題に直面したとき、直属の上司や同僚、部下からの助けがある

Ｑ１２：市長・副市長はトップマネジメントとしての役割を果たしている

Ｑ１３：区長・局長・事業本部長は経営責任職としての役割を果たしている

Ｑ１４：部長は経営責任職としての役割を果たしている

Ｑ１５：課長は運営責任職としての役割を果たしている

Ｑ１６：係長は運営責任職としての役割を果たしている

Ｑ１７：あなたは横浜市における自らの役割を果たしている

Ｑ１８：コンプライアンスや職員行動基準を意識して、業務を行っている

Ｑ１９：仕事を進める上で、実態に合っていない規律や慣例がある

Ｑ２０：あなたの職場では、不適切な事務処理や不祥事の予防・再発防止に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組んでいる

Ｑ２１：直属の上司は、部下に対して熱心に指導育成にあたっている

Ｑ２２：あなたの職場では、職員がお互いに教えあい、育成しあう風土がある

Ｑ２３：横浜市には職員が自ら仕事に必要な知識・技術の向上に努める風土がある

Ｑ２４：横浜市職員として「今後こうありたい」という目標がイメージできている

Ｑ２５：横浜市は職員の人材育成に力を入れていると思う

Ｑ２６：横浜市で働くことで成長できていると思う

満足度平均値
（前回差）

仕
事

職
場

人
材
育
成

人
事
・
給
与

労
働
環
境

業
務
効
率

経
営
方
針

3.03
2.69
3.20
3.21
2.87
2.28

3.06
3.10
2.95
3.12
2.69
2.74
2.79
2.94
3.00
3.04
3.20
2.12
3.21

2.71
2.62
2.82
2.20
2.16

2.12
2.30
2.90
2.45
2.27
2.53
2.75
2.72
3.21

(0.04)
(0.06)
(0.09)
(0.02)
(0.03)
(0.05)

(0.08)
(0.08)
(0.05)
(0.08)
(0.48)
(0.21)
(0.14)
(0.07)
(0.06)
-

(0.14)
-
-

(0.06)
(0.06)
(0.25)
-

(0.17)
(0.03)
(0.15)
(0.05)
(0.16)

（%）


